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臼要

胃Ｘ線および内視鏡検査の進歩と普及によって早期胃癌の診断能は近年著

しく向上し，その５年生存率も90～95％を示し,まさに目をみはるものがある')2)。

今回，われわれは早期胃癌の現況を知るため，昭和51年旭川医大附属病院

開院以来，５年間に取り扱った早期胃癌につき転移を中心として，種々検討

したのでその結果を示すとともに本症に対するレーザー治療についても併せ

て報告する。
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＋Ⅱcl5例（5.8％)，Ⅲ＋ⅡclO例（3.9％)，Ⅱｃ＋

Ｌ７例（2.7％）となっており，Ⅲはｌ例みられ

たのみで，Ⅱbは１例も認められなかった。

早期胃癌を大きく，陥凹型と隆起型に分け，型

別頻度と年齢との関係をみると，陥凹型では50歳，

隆起型では60歳代にピークがあり，隆起型の方が

やや高齢者に多い傾向を示した（Fig.２)。

３．病変部位

病変部位の内訳をＴａｂｌｅｌに示したが，260病

変中，Ｃに18例（6.9％)，Ｍｌ３８例（53.1％)，

ＡｌＯ４例（40.4％）となっている。

Ａ、早期胃癌の現況

象I・対

昭和51年11月より昭和56年３月までの４年５カ

月間に旭川医大第三内科および関連病院において

扱った，247例の早期胃癌を対象とした。

Ⅱ、成績

１．病変数および性別・年齢別分布

247例中，単発が235例95.1％，多発が12例４．９

％であった。性別では男172例，女75例で,男女比

は2.3：ｌと男性に多くみられた。

年令分布をみると（Fig.１)，１０歳代には１例も

なく，２０歳代に28歳と29歳の２例に認められ，以

後年令と共に増加し，６０歳代が81例と最も多く，

全体の32.8％を占めていた。この年齢分布の傾向

は男女ともに同じであった。

２．肉眼型

早期胃癌の肉眼型についてみるとⅡｃが157例

（60.4％）と圧倒的に多く，次いでⅡa25例(9.7

％)，１２３例（8.9％)，Ⅱc＋Ⅲ２２例（8.5％),Ⅱａ

Ｆｉｇ．１AgeandSexDistributionofEarlyGastric
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*旭川医大第三内科
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